一般競争入札心得
(入札参加者留意事項)

入札参加者は、この入札心得を熟読し、内容を完全に承知のうえ入札に臨まなければなりません。

1 入札前の確認事項
(1) 設計図書等の熟知:入札参加者は、事前に設計図書、仕様書、現場説明会での提示事項、及び現地を十分に確認し、見積設計を行ってください。
本入札における入札金額及び工事費内訳書の金額は、令和８年８月２７日までに提出した「標準見積書」の金額と異なっていても有効とします。ただし、事前の見積設計仕様書等の提出を怠った者の入札は受け付けません。
(2) 持参書類の確認:入札当日、受付にて以下の書類を提示・提出してください。
· 一般競争入札参加資格の「確認通知書の写し」(事前提示)
· 入札書(工事費内訳書を同封・封緘したもの)
· 委任状(代理人が入札する場合にのみ事前に提出)
· 認印(入札書等に使用した印鑑。持参を推奨)

2 入札の執行及び注意点
(1) 時刻の厳守:入札書は、令和８年８月３１日(月)午前９時００分から午前９時３０分までの間に、株式会社大石茶園会議室へ持参してください。締切時刻(午前９時３０分)を過ぎた場合は、いかなる理由があっても入札に参加できません。
(2) 入札書の記載方法:
· 金額の頭には必ず「￥」を記入してください。
· 文字は鮮明に記入し、金額の訂正・書き直しは一切認めません(訂正のあるものは無効)。
· 入札書には、法人名、代表者名(又は委任された代理人名)を明記し、必ず押印してください。
(3) 入札の辞退:入札参加資格を得た後に、やむを得ない事情で入札を辞退する場合は、入札書の提出締切時刻までに「入札辞退届」(様式１０)を書面にて提出してください。辞退したことを理由に、今後の入札で不利益な扱いを受けることはありません。
3 入札の無効に関する基準
入札無効については入札説明書第１２項による。

4 その他
(1) 入札の延期等:天災地変、その他のやむを得ない事由があるとき、又は入札に不正行為等(談合の疑いを含む)の兆候が認められるときは、入札を延期し、又は入札を中止することがあります。
(2) 費用の負担:入札参加及び設計見積、書類作成等に要した一切の費用は、すべて入札参加者の負担とします。
(3) 情報の取り扱い:提出された書類、内訳書等の内容は、本入札の審査及び確認以外の目的には使用しません。ただし、法令や補助金執行上の規程に基づき開示を求められた場合は、この限りではありません。
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